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奈良市中心市街地活性化基本計画の認定について 

 

 平成 20 年 3 月 12 日付で奈良市中心市街地活性化基本計画が（全国で 32 番目）国

に認定されました。 

 

１、目的  奈良市中心市街地の活性化 

２、計画期間  平成 20 年 3 月から平成 25 年 3 月まで 

３、場所  奈良市中心市街地と位置づける 289ｈａ 

４、策定  奈良市 

５、内容  テナントミックス店舗や保健・教育分野の複合施設の整備を通じた「く

らしの場」としての機能強化を行うとともに、古都の豊かな観光資源を

活かしたにぎわい創出により、市民と観光客が共生する中心市街地を形

成する。 

       中心市街地の活性化の目標として 

        １、訪れたくなるまち 

        ２、歩きたくなるまち 

        ３、活力のあるまち 

                         を目指す。             



これまでに認定された中心市街地活性化基本計画 

認定日 市町村名 計画名 

平成 19 年 2 月 8 日 富山市（富山県） 富山市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 2 月 8 日 青森市（青森県） 青森市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 久慈市（岩手県） 久慈市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 金沢市（石川県） 金沢市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 岐阜市（岐阜県） 岐阜市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 府中市（広島県） 府中市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 山口市（山口県） 山口市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 高松市（香川県） 高松市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 熊本市（熊本県） 熊本市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 八代市（熊本県） 八代市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 豊後高田市（大分県） 豊後高田市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 長野市（長野県） 長野市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 5 月 28 日 宮崎市（宮崎県） 宮崎市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 8 月 27 日 帯広市（北海道） 帯広市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 8 月 27 日 砂川市（北海道） 砂川市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 8 月 27 日 千葉市（千葉県） 千葉市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 8 月 27 日 浜松市（静岡県） 浜松市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 8 月 27 日 和歌山市（和歌山県） 和歌山市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 11 月 30 日 三沢市（青森県） 三沢市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 11 月 30 日 高岡市（富山県） 高岡市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 11 月 30 日 福井市（福井県） 福井市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 11 月 30 日 越前市（福井県） 越前市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 11 月 30 日 鳥取市（鳥取県） 鳥取市中心市街地活性化基本計画 

平成 19 年 12 月 25 日 鹿児島市（鹿児島県） 鹿児島市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 滝川市（北海道） 滝川市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 柏市（千葉県） 柏市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 新潟市（新潟県） 新潟市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 藤枝市（静岡県） 藤枝市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 宝塚市（兵庫県） 宝塚市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 久留米市（福岡県） 久留米市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 日向市（宮崎県） 日向市中心市街地活性化基本計画 

平成 20 年 3 月 12 日 奈良市（奈良県） 奈良市中心市街地活性化基本計画 



 

奈良市中心市街地活性化基本計画の中で国の支援措置のある主要な事業 

 

                           国の支援措置の内容   

１、三条線（三条工区）（道路）  １５０ｍ       まちづくり交付金 

２、近鉄奈良駅周辺交通結節点改善計画策定（事業活用調査）  まちづくり交付金 

３、三条線と駅前広場の整備とあわせた景観計画（事業活用調査） まちづくり交付金 

４、緑地整備（地域生活基盤施設）            まちづくり交付金 

５、ならまちまちしるべの設置（まちづくり活動推進事業）    まちづくり交付金 

６、歴史的町並み資産調査（事業活用調査）        まちづくり交付金 

７、ＪＲ旧奈良駅舎耐震・内部改修（地域創造支援事業）   まちづくり交付金 

８、（仮称）奈良町劇場整備事業 ㈱明新社  戦略的中心市街地商業等活性化支援事業費補助金 

９、テナントミックス事業 ㈱桶谷     戦略的中心市街地商業等活性化支援事業費補助金 

 



奈良市中心市街地活性化
基本計画 （概要版）

奈良市中心市街地活性化
基本計画 （概要版）

「歴史とロマンに抱かれたまほろばの都 奈良」

奈 良 市

平成20年3月

基本計画策定の流れ

現
状
分
析
と
市
民
意
向
の
把
握

中
心
市
街
地
の
課
題
の
検
討
と
整
理

中
心
市
街
地
活
性
化
の
目
標
、
方
向
性
の
検
討

中
心
市
街
地
活
性
化
の
た
め
の
方
策
の
検
討

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け
た
推
進
体
制
と

効
果
の
検
証
方
策
の
検
討

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
申
請

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
認
定



１.中心市街地の活性化に関する基本的な方針

（１）奈良市及び奈良市中心市街地の概況

＜人口の推移＞

（資料：国勢調査）（資料：国勢調査）

・市全体の人口は増加傾向にあるが、中心市街地内人口は減少している。

※平成12年までは旧奈良市
（旧月ヶ瀬村・旧都祁村との合併前）の値
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＜年齢別人口の推移＞

（資料：国勢調査）（資料：国勢調査）

※年齢不詳は除く

・市全体と比べて中心市街地は少子高齢化が進行している。

年齢3区分別人口構成比の推移（市全体）
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※平成12年までは旧奈良市
（旧月ヶ瀬村・旧都祁村との合併前）の値

※年齢不詳は除く
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＜年間商品販売額の推移＞

（資料：商業統計調査） （資料：商業統計調査）

・平成９年から平成16年では、市全体で300億円減少しており、うち約200億円が中心
市街地の減少額である。

年間商品販売額（小売業、市全体)
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（資料：2008全国大型小売店総覧、奈良市）

＜大規模小売店の立地状況＞

※図中の円は、近鉄奈良駅を中心とする
半径５kmの範囲。
店舗面積10,000㎡以上の店舗を対象と
している。

・奈良市内には、店舗面積
1,000㎡以上の大規模小
売店が44店立地している。

・その中で、10,000㎡以上
の店舗が、近鉄奈良駅を
中心とする半径５kmの円
内に７店立地し、１店が
建設中である。



＜中心市街地の大規模小売店
の立地状況＞

・ 中 心 市街 地内 に は、
1,000㎡以上の大規模小
売店が６店立地しており、
そのうち３店が近鉄奈良
駅周辺に立地している。

大型店名称 所 在 地 店舗面積
（㎡） 開 店 日

１ パケット奈良店 小西町18 1,132昭和 54年 ６月

２ ビッグ奈良 東木辻町45-2 1,743昭和 55年 11月

３ コトモール奈良 東向南町23-1 2,136昭和 59年 11月

４ 大東ビルディング 大森町47-3 8,056昭和 60年 ９月

５ 奈良ビブレ 小西町25 11,263平成 ５年 ５月

6 シルキア奈良 三条本町8-1 4,760平成 10年 ４月

（２）中心市街地に対するニーズの把握

調査名 ニーズ

街頭インタビュー調査 ○将来像として、歴史や文化を感じられる落
ち着いたまちが求められている。

○車や自転車を気にしないで歩くことができ
るような整備が求められている。

○商店に対して、来街者へのもてなしの心を
もった対応が求められている。

経営者アンケート調査 ○優先的な整備が必要な場所として、近鉄奈
良駅周辺、商店街、ＪＲ奈良駅が挙げられ
ている。

○不足している施設として、駐車場が挙げら
れている。また、必要な駐車場の形態とし
て、中心部への大規模な駐車場が求められ
ている。

消費者アンケート調査 ○商店街の発展策として、店舗の個性化・個
店の充実と駐車場、駐輪場の整備が求めら
れている。



（３）奈良市中心市街地の問題点、課題

 平成18年の奈良市の観光客は、平成15年と比べて約50万
人減少。

 宿泊施設の規模が小さく、団体客には不向き。
 外国人観光客など誰もが快適に過ごせるように案内板等

の充実が必要。
 中心市街地の将来像として「歴史や文化のかおりが漂う

まち」が望まれている。（街頭インタビュー結果）
 ならまち、奈良きたまちなど歴史的な町並みを活かすこ

とが必要。

問題点・課題：
貴重な歴史・文化遺産を生かすための努力が不足している

 ＪＲ奈良駅周辺と三条通りは、奈良の玄関口にふさわしく
なるような整備が必要。

 観光客の約30～40％が自動車を利用しており、中心市街地
における駐車場対策が必要。

 中心市街地内を移動するための公共交通の整備が必要。
 ならまち周辺の通行量は増加しているが、中心市街地全体

では減少。
 自動車や自転車が多く危険であり、安心して歩ける交通環

境の整備が必要。（街頭インタビュー結果）
 中心市街地の人口を増やすため、住みやすさを向上させる

ことも必要。

問題点・課題：都市基盤整備が遅れている



 中心市街地の大型店が閉鎖される一方、郊外に大規模な
ショッピングセンター等が出店。

 業種不足を補うためのテナントミックス等が必要。
 奈良市全体の年間商品販売額減少分の７割が中心市街地。
 大阪・京都大都市圏への購買流出が発生。
 商店街の発展策として、まず店舗の個性化・個店の充実

が必要。（消費者アンケート結果）
 70歳以上の高齢者でも後継者を決めていない経営者が

25％以上。（経営者アンケート結果）
 入込観光客に依存する「大仏商法」が問題。
 商業活動の活性化による中心市街地全体の活性化が必要。

問題点・課題：商業活動が低迷している

（４）中心市街地活性化の方針

＜中心市街地活性化の基本方針 ＞

710年の平城遷都から1300年にわたり受け継がれてきた
奈良の歴史、文化に想いを馳せ、後世へと伝えるべく
大切に育むとともに、往時の人々の往来や商いのにぎ
わいを取り戻すため、奈良市の中心市街地の活性化の
基本テーマを以下の通り設定する。

基本テーマ：

「歴史とロマンに抱かれたまほろばの都 奈良」



・県都奈良市の顔としてふさわしい、広域からの来街者
や地域住民など、あらゆる人々が安心して買い物やま
ち歩きなどを楽しめる都市空間の整備により、にぎわ
いのある、歩いて楽しいまちづくりを行う。

・1300年という長きに渡り受け継がれてきた、奈良市の
貴重な歴史・文化資源は、全国あるいは世界の財産で
もある。

・これらの資源を最大限に活用し、奈良ならではの魅力
を体感できる、また訪れたいと思える魅力あるまちづ
くりを行う。

基本方針１：歴史や文化のかおりが漂うまち

基本方針２：歩いて楽しく過ごせるにぎわいあふれるまち

（５）中心市街地活性化基本計画の概要

≪基本テーマ≫

≪中心市街地活性化の基本方針≫

≪中心市街地活性化の目標≫

③活力のあるまち③活力のあるまち②歩きたくなるまち②歩きたくなるまち①訪れたくなるまち①訪れたくなるまち

・小売業年間商品販売
額

・小売業年間商品販売
額

・中心市街地内９地点
の歩行者・自転車通
行量

・中心市街地内９地点
の歩行者・自転車通
行量

・中心市街地内文化・
観光施設７施設の年
間入込客数

・中心市街地内文化・
観光施設７施設の年
間入込客数

≪目標を達成するための事業≫

19事業19事業21事業21事業35事業35事業

（数値目標）

②歩いて楽しく過ごせるにぎわいあ
ふれるまち

②歩いて楽しく過ごせるにぎわいあ
ふれるまち①歴史や文化のかおりが漂うまち①歴史や文化のかおりが漂うまち

「歴史とロマンに抱かれたまほろばの都 奈良」「歴史とロマンに抱かれたまほろばの都 奈良」

≪中心市街地の問題点・課題≫

③商業活動が低迷して
いる

③商業活動が低迷して
いる

②都市基盤整備が遅れ
ている

②都市基盤整備が遅れ
ている

①貴重な歴史・文化遺
産を生かすための努
力が不足している

①貴重な歴史・文化遺
産を生かすための努
力が不足している



２．中心市街地の位置及び区域

（１）中心市街地の位置

奈良市

中心市街地

（２）中心市街地の区域（289ha）

（資料：都市計画図）



（３）中心市街地要件に適合していることの説明

当該市街地に、相当数の小売商業者が集積し、及び都市機能が相当
程度集積しており、その存在している市町村の中心としての役割を
果たしている市街地であること

第１号要件

当該市街地の土地利用及び商業活動の状況等からみて、機能的な都
市活動の確保又は経済活力の維持に支障を生じ、又は生ずるおそれ
があると認められる市街地であること

第２号要件

当該市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上と総合的か
つ一体的に推進することが、当該市街地の存在する市町村及びその
周辺の地域の発展にとって有効かつ適切であると認められること

第３号要件

＜第１号要件＞

奈良市全体に占める
中心市街地の割合
（平成16年）

商店数：27.0％
従業者数：19.9％
年間商品販売額：12.6％
売場面積：14.8％

■小売業の状況 ■都市機能の集積状況



＜第２号要件＞
■中心市街地の人口の推移 ■小売業年間商品販売額の推移

■奈良市中心市街地通行量の推移 ■奈良市入込観光客数の推移
※割合は平成２年を100.0％とした場合（資料：国勢調査） ※割合は平成９年を100.0％とした場合 （資料：商業統計調査 ）

※割合は平成３年を100.0％とした場合
（資料：奈良商工会議所及び奈良市中心市街地活性化研究会 ）

※割合は平成６年を100.0％とした場合
（資料：奈良市統計書 ）

奈良市入込観光客数の推移
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小売業年間商品販売額の推移
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■奈良県都市計画区域マスタープランによる位置づけ

＜第３号要件＞

■奈良市第３次総合計画後期基本計画による位置づけ

■奈良市都市計画マスタープランによる位置づけ

■観光面での周辺への波及効果

■商業面での周辺への波及効果

・奈良県の中枢となる商業・業務機能、文化機能、居住機能の拠点。

・歴史文化都市にふさわしい機能が集積し、奈良らしい景観を形成
している、という特性を発展させながら、歴史的環境に調和した
土地利用を実現。

・文化首都の都心として国内外の人々が訪れ、滞在し、交流する奈
良らしいアーバンリゾート空間を形成。

・中心市街地へ多くの観光客を誘致することは、奈良市だけでなく
奈良県全体の観光の振興・発展という波及効果をもたらす。

・奈良市周辺市町村からの購買力の流入が見られ、中心市街地の商
業の活性化は奈良市内だけでなく、周辺市町村にも波及効果をも
たらす。



３.中心市街地活性化の目標

（１）奈良市中心市街地活性化の目標

目標１：訪れたくなるまち

目標２：歩きたくなるまち

奈良の魅力である貴重な歴史・文化資源を再認識し、新
たな魅力付けを行う。また、観光施設の整備や各種イベ
ントの実施、中心市街地の観光情報を提供する観光総合
案内ネットワーク整備により、訪れたくなるまちを目指
す。

奈良広域観光の玄関口としてふさわしいＪＲ奈良駅、近
鉄奈良駅の整備や公共交通の利用促進を図る。また、安
全で快適な歩行空間の整備、自動車での来街者が歩いて
中心市街地を楽しめる環境整備等を行い、まちなかの回
遊性の向上を図り、歩きたくなるまちを目指す。

目標３：活力のあるまち

商業者が主体となって、来街者が魅力を感じるような店
舗づくりを行う。また、商店街どうし、あるいは観光施
設や各種イベントなどとの連携強化により、中心市街地
全体が活力のあるまちを目指す。

（２）目標年次の考え方

本計画の計画期間は、平成20年３月から、事業の効果が
現れると見込まれる平成25年３月までの概ね５ヶ年とし、
その最終年度である平成24年度を目標年次とする。



（３）目標達成のための数値指標の設定

目標１：訪れたくなるまち

数値指標 現状値（Ｈ18） 目標値（Ｈ24）

中心市街地内文化・観光施
設７施設の年間入込客数

246,576人 291,720人

＜中心市街地内文化・観光施設７施設の年間入込客数の目標値＞

※ならまち振興館、ならまち格子の家、名勝大乗院庭園文化館、杉岡華邨書道美術館、なら
工藝館、なら奈良館及び（仮称）奈良町劇場の合計値。

中心市街地内文化・観光施設７施設の年間入込客数の目標値
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中心市街地内９地点の歩行者・自転車通行量（休日）の目標値

91,231

116,563
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目標２：歩きたくなるまち

数値指標 現状値（Ｈ17） 目標値（Ｈ24）

中心市街地内９地点の
歩行者・自転車通行量
（休日）

84,993人 91,230人

＜中心市街地内９地点の歩行者・
自転車通行量（休日）の目標値＞

※奈良市中心市街地の休日の値。

対策を講じ
ない場合

目標値（Ｈ24）
91,230人



小売業年間商品販売額の目標値
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目標３：活力のあるまち

数値指標 現状値（Ｈ18） 目標値（Ｈ24）

小売業年間商品販売額 435億円 466億円

＜小売業年間商品販売額の目標値＞

対策を講じ
ない場合

目標値（Ｈ24）
466億円

＜中心市街地活性化の流れ＞

中心市街地の
現状の把握

中心市街地に
対するニーズ

の把握

過去の事業の
評価

中心市街地の
問題点・課題

の整理

（基本テーマ）

（基本方針）

歴史とロマンに抱かれた
まほろばの都 奈良

奈良市中心市街地活性化の方針

歴史や文化のかおりが
漂うまち

歩いて楽しく過ごせる
にぎわいあふれるまち

行政、商業者、市民の役割分担

活性化の目標

■訪れたくなるまち ○歴史・文化資源を活かした新たな魅力付け
○観光施設の整備、各種イベントの実施と情報発信

■活力のあるまち ○魅力を感じる店舗づくり
○商店街、観光施設、各種イベントとの連携強化

■歩きたくなるまち ○奈良広域観光の玄関口にふさわしい駅前整備
○公共交通の利用促進
○歩いて楽しめる環境整備

行政の役割
・庁内検討体制
の強化

商業者の役割
・商店街の枠を
超えた連携体制
の確立

市民の役割
・自主的な活動
によるまちづく
りへの参画

お互いの連携強化

活

性

化

事

業

の

実

施



＜事業及び措置の実施箇所＞
区域内で実施する実施場所が特定されない事業

• 観光案内板・道標整備事業
• 放置自転車への駐輪指導事業
• 駐輪場管理運営事業
• コンベンション誘致事業
• 奈良市文化財保存事業
• 中心市街地での屋外広告物規制、ちらし・張り紙規制
• 中心市街地でのポイ捨て防止啓発事業
• 街なか住宅建て替え相談事業
• 高齢者円滑入居賃貸住宅の登録簿の閲覧
• 正倉院展関連スタンプラリーイベント「はじまりは正倉

院展」事業
• 中心市街地商業活性化事業（コンセンサス形成事業）
• 「ならブランド」創出事業
• 人材育成事業
• 商店街女性部会の結成
• セーフティステーション事業
• 「なら定期イベント」実施事業
• 「なら燈花会」推進事業
• 「バサラ祭り」推進事業
• 平城遷都1300年記念事業タイアップイベント事業
• 平城遷都1300年記念事業ネットワーク事業
• 平城(なら)遷都祭などへのイベント参画事業
• 「奈良お買物観光まっぷ」作成事業
• 「奈良観光ボランティアガイド」育成事業
• 観光案内所の充実事業
• 観光総合案内ネットワーク構築事業
• 観光産業従事者の接客マナー向上事業
• 奈良まほろばソムリエ検定事業
• 現代的教育ニーズ取組支援プログラム
• 中心市街地活性化協議会アドバイザー派遣事業
• 「お客様おもてなし運動」推進事業
• パークアンドバスライド・サイクルライド事業

 凡  例 

 道路、鉄道に関連する事業 

 施設整備等に関連する事業 

 商店街、地域等で実施する事業 

 景観に関連する事業 

＜中心市街地整備イメージ＞

ＪＲ奈良駅東口駅前広場整備イメージ

三条通り整備イメージ

近鉄奈良駅商業施設イメージ

（仮称）奈良町劇場イメージ

テナントミックスイメージ
保健所等複合施設イメージ




